
2025ボランティア

活動名 活動場所 活動内容 団　　体　　名（人数）

受付
大通公園8丁目 

アスリートビブス、
参加記念Tシャツの配布

一般ボランティア（229）、さっぽろグローバルスポーツコミッション（88）、
東海大学札幌キャンパス（88）

通訳 外国語通訳 さっぽろグローバルスポーツコミッション（12） 

給水 
給食 

スポンジ

大通公園

ランナーへの飲料、給食 
スポンジなどの提供

一般ボランティア（43）、大和ハウス工業（9）、イオン北海道（3）、北海道野幌高等学校（7）
2.0㎞地点 東海大学札幌キャンパス（94）、ママさんソフトボール協会（76）、NTTドコモソリューションズ（35）

5.4㎞地点 南平岸地区町内会連合会（20）、平岸地区町内会連合会（76）、北海道婦人スポーツ連盟（70）、
東京海上日動火災保険  北海道エリアサービス部（73）、チームじゃがポックル会（81）

7.3㎞地点 創造学園燦燦会（17）、創造学園41期会（20）、旧創造学園42期会（13）、
札幌山の手高等学校（75）、札幌龍谷学園高等学校（119）

11.1㎞地点 NTTネクシア（30）、吉田学園公務員法科専門学校（66）、北嶺中・高等学校（84）、北海道札幌工業高等学校陸上部（23）、
市立札幌大通高等学校（20）、フィード・ワン（21）、藤女子高等学校（ボランティア委員）（17）

15.5㎞地点 札幌観光ブライダル・製菓専門学校①（46）、新川第3町内会（32）、新川第４町内会（32）、新川第5町内会（30）、
日本航空大学校･北海道①（92）

17.5㎞地点 新川東町内会（45）、札幌スポーツ＆メディカル専門学校（20）、札幌市スポーツ推進委員会（33）
20.2㎞地点 新川町内会（200以上）、隊友会  札幌地方隊友会（8）、隊友会  千歳地方隊友会  千歳支部（10）
22.5㎞地点 札幌観光ブライダル・製菓専門学校②（90）、前田緑苑町内会（20）、稲積連合町内会（20）

ランナーサポートエリア
（前田森林公園） 札幌新陽高等学校①（35）

25.2㎞地点 手稲鉄北連合町内会連絡協議会（173）、北海道科学大学（34）
27.5㎞地点 前田連合町内会（91）、ギャップジャパン（7）、株式会社荏原製作所  北海道支社（11）
28㎞地点 北海道スポーツ専門学校（11）

30.2㎞地点

一般ボランティア（28）、札幌新陵中学校PTA OB有志の会（17）、札幌工業高等学校（25）、
札幌光星高等学校（30）、札幌医療秘書福祉専門学校（12）、アミノアップ（11）、メディカルシステムネットワーク（8）、
クリエイティブ・コンサルタント（9）、北海道ロードメンテナンス（6）、北海道ママさんバレーボール連盟（47）、
札幌新陽高等学校②（25）

31.3㎞地点 大原法律公務員専門学校（88）
33.0㎞地点 新川みどり町内会（50）、北海道庁（91）
35.2㎞地点 一般ボランティア（28）、新川中央第7町内会（15）、新琴似一番通町内会（75）、札幌市立新琴似中学校（30）
38.0㎞地点 札幌大谷高等学校（43）、札幌北斗高等学校（63）

40.3㎞地点 一般ボランティア（57）、さっぽろグローバルスポーツコミッション（44）、札幌あすかぜ高等学校（22）、
学校開放 新和会OB会（11）

コース
整理員

第1エリア

走路確保

豊水地区連合町内会（18）
第1、2エリア 西岡ボランティア会（25）
第2、3エリア 中の島地区町内会連合会（44）
第4、5エリア 平岸地区町内会連合会（14）
第5、6エリア 豊平地区町内会連合会（51）

第7エリア 中央区東地区連合町内会（15）
第8エリア 札幌白石高等学校（8）

第10エリア 鹿島朝日高等学校エコール札幌（5）、札幌藻岩高等学校（8）
第11エリア チロルスキー山岳会（31）

第12〜14エリア 一般ボランティア（49）
第14、15エリア 遠軽信用金庫（33）

第20エリア 一般ボランティア（23）
第21エリア 札幌手稲福祉老人センター（10）

給水

フィニッシュ地点

ランナーに飲料を配布 ボーイスカウト北海道連盟札幌地区委員会（80）
シャワー ランナーにシャワーをかける ボーイスカウト北海道連盟札幌地区委員会（20）

アイシング ランナーに氷を配布 ボーイスカウト北海道連盟札幌地区委員会（37）

フィニッシャー
タオル、完走メダル

フィニッシャータオル、
完走メダルの補充 札幌子ども専門学校（75）

手荷物置き場案内
大通公園

ランナーが手荷物を置く際の確認 日本航空大学校・北海道②（85）
マッサージボランティア フィニッシュ後のランナーの体ケア 北海道札幌視覚支援学校（62）

コースクリーンスタッフ 給水所付近のゴミを片付ける 一般ボランティア（5）、さっぽろグローバルスポーツコミッション（6）

全ては選手のために。大会を支える4,000人以上のボランティア。
受付や給水・スポンジ・給食、コース整理員、手荷物置き場など、さまざまな場所でボランティアスタッフが活躍しています。
その数は4,000人以上。ランナー全員がフィニッシュできることを願いながら、活動してくれました。
ボランティアスタッフの思いはひとつ。全てはランナーのために。




